
多彩な琵琶湖の恵み 農産物と湖魚の融合
「フナズシ」

環境こだわり農業 魚のゆりかご水田での
生き物観察会

水源林について学ぶ
「やまのこ」

琵琶湖のエリ漁

食べることでびわ湖を守る。「環境こだわり　下田なす」など　平和堂でPR���� P3

「魚のゆりかご水田」で育む魚と地域の人々の暮らし�������������� P4

JA健康寿命100歳プロジェクト
「家族に伝えたい、わが家の味・地域の味料理レシピ」
コンテストのレシピ作品を公開中� ��������������������� P5

人と人との交流を生み出す協働の取り組み������������������ P6

〜身近な地産地消のマーケット〜���������������������� P6

こだわり滋賀ネットワーク支部だより��������������������� P7

イチゴ新品種「みおしずく」この冬プレデビュー� �������������� P8

発行　こだわり滋賀ネットワーク　令和４年10月発行
　　　〒 520-8577　大津市京町 4-1-1　滋賀県庁 みらいの農業振興課内　　　〒 520-0044　大津市京町 4-3-38　JA 滋賀中央会 農業・地域対策部内

2022
vol.60

農と食を考える　こだわり滋賀ネットワーク通信

特 集 琵琶湖と共生する滋賀の農林水産業
「琵琶湖システム」が「世界農業遺産」に認定されました！

世界農業遺産認定
Globally Important Agricultural Heritage Systems

世界が認めた！滋賀の農林水産業
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琵
琶
湖
と
共
生
す
る
滋
賀
の
農
林
水
産
業「
森
・
里
・
湖う

み

に
育
ま
れ
る
漁

業
と
農
業
が
織
り
な
す
琵
琶
湖
シ
ス
テ
ム
」が
、
令
和
４
年
７
月
18
日
、
国

連
食
糧
農
業
機
関（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）の『
世
界
農
業
遺
産（
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
）』に
認
定
さ

れ
ま
し
た
！

１�

世
界
が
認
め
た
！
滋
賀
の
農
林
水
産
業「
琵
琶
湖
シ
ス
テ
ム
」

　
「
世
界
農
業
遺
産
」と
は
、
社
会
や
環
境
変
化
に
適
応
し
な
が
ら
継
承
さ
れ

て
き
た
独
自
性
の
あ
る
伝
統
的
な
農
林
水
産
業
と
、
そ
れ
に
関
わ
っ
て
育
ま

れ
た
文
化
、
景
観
、
農
業
生
物
多
様
性
な
ど
が
一
体
と
な
っ
た
世
界
的
に
重

要
な
農
林
水
産
業
シ
ス
テ
ム
を
国
連
食
糧
農
業
機
関（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）が
認
定
す
る

仕
組
み
で
す
。
２
０
２
２
年
7
月
現
在
、
世
界
で
22
か
国
67
地
域
、
日
本
で

は
13
地
域
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
琵
琶
湖
シ
ス
テ
ム
」と
は
、伝
統
的
な
琵
琶
湖
漁
業
の
代
表
格
で
あ
る「
エ

リ
漁
」を
は
じ
め
、
湖
魚
が
琵
琶
湖
か
ら
遡
上
し
て
産
卵
・
繁
殖
す
る「
魚
の

ゆ
り
か
ご
水
田
」、ま
た
、琵
琶
湖
の
水
質
や
生
態
系
の
保
全
に
寄
与
す
る「
環

境
こ
だ
わ
り
農
業
」や「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
業
」、
さ
ら
に
、
湖
魚
を
御
飯
に

漬
け
込
ん
で
作
る
ふ
な
ず
し
な
ど
の「
食
文
化
」、
水
源
を
涵
養
す
る「
森
林

保
全
活
動
」な
ど
、
持
続
可
能
性
の
維
持
・
向
上
に
つ
な
が
る
営
み
の
こ
と

で
す
。
１
，０
０
０
年
以
上
に
渡
っ
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
、
こ
う
し
た
森
、

川
、
水
田
、
湖
の
つ
な
が
り
は
、
世
界
的
に
も
非
常
に
貴
重
な
も
の
で
す
。

２�「
琵
琶
湖
シ
ス
テ
ム
」を
未
来
へ
！

　
「
世
界
農
業
遺
産
」認
定
は
、
琵
琶
湖
と
共
生
す
る
滋
賀
県
な
ら
で
は
の
農

林
水
産
業
の
取
組
が
水
や
物
質
、
命
の
循
環
と
い
う
一
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
と

し
て
認
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
認
定
を
契
機
に
、
生
産
者
を
は
じ
め
す
べ
て

の
県
民
の
方
々
が
滋
賀
の
農
林
水
産
業
の
価
値
や
魅
力
に
改
め
て
気
づ
き
、

自
信
と
誇
り
を
持
つ
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
世
界
に
認
め
ら
れ
た
滋
賀
な
ら
で
は
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
、
夢
の
あ
る

産
業
と
し
て
の
担
い
手
の
育
成
に
つ
な
げ
、
琵
琶
湖
と
共
生
す
る
滋
賀
の
農

特 
集　
「
琵
琶
湖
シ
ス
テ
ム
」が「
世
界
農
業
遺
産
」に
認
定
さ
れ
ま
し
た
！

�

執
筆
者
　　

琵
琶
湖
と
共
生
す
る
滋
賀
の
農
林
水
産
業
推
進
協
議
会

●魚のゆりかご水田
　ニゴロブナなどの湖魚は、
繁殖期を迎える5月頃に、湖
辺のヨシ帯や水路を通って
水田までやってきて産卵を
します。
　水路との間で水位差が生
じた水田では、水路への堰
（魚道）の設置により、水田に
魚が遡上する昔ながらの「魚
のゆりかご水田」の営みを継
続しています。

●伝統的な琵琶湖漁業
　琵琶湖のエリ漁は、魚の
習性を巧みに利用して網の
中へ誘導する「待ちの漁法」
です。必要な量だけを漁獲
でき、限りある水産資源を大
切にする漁法として受け継
がれています。

●環境こだわり農業
　琵琶湖の水質や生態系
保全のために、多くの農
業者の皆様に「環境こだ
わり農業」などに取り組ん
でいただき、農地は多様
な生き物を育む場にも
なっています。

●食文化
　湖魚をご飯に漬け込んで発酵させる
「ふなずし」などの伝統的な食文化は、祭
礼の供え物としても用いられ、地域の
人々の絆を深めることにも繋がっていま
す。

●水源林や
　ヨシ帯の保全

　琵琶湖の水質や生態
系を守る上で、水源林
の保全やヨシ帯の保全
も大きな役割を果たし
ています。
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「食べることでびわ湖を守る。」を PR

7月 20日に行われた産地インタビュー

　
8
月
27
日
、
28
日
の
2
日
間
、
県
内
の
平
和
堂
3
店
舗（
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
草
津
、
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
水
口
、
平
和

堂
石
山
）で
、
下
田
な
す
な
ど
の
環
境
こ
だ
わ
り
農
産
物
や
、
そ
の
加
工
食
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
販
売
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
農
業
の
生
産
力
向
上
と
持
続
性
の
両
立
を
目
指
す
国
の「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」

が
策
定
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
株
式
会
社
平
和
堂
、
JA
こ
う
か
、
立
命
館
大
学
、
農
林
水
産
省
近
畿
農
政
局
、

滋
賀
県
が
連
携
し
、
び
わ
湖
を
は
じ
め
環
境
に
や
さ
し
い
栽
培
方
法
で
で
き
た
農
産
物
や
地
元
産
農
産
物
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
草
津
の
青
果
売
り
場
で
は
、
環
境
こ
だ
わ
り
農
産
物
の
下
田
な
す
、
こ
ま
つ
な
、
い
ち
じ
く
な

ど
が
並
び
、
平
和
堂
の
平
松
社
長
を
は
じ
め
、
連
携
す
る
５
者
が
来
店
者
に
向
け
て
環
境
こ
だ
わ
り
農
産
物
を
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
先
立
ち
、
立
命
館
大
学
の
学
生
が
７
月
20
日
に
下
田
な
す
の
生
産
者
の
畑
を
訪
れ
、

産
地
に
つ
い
て
学
び
、
そ
れ
を
活
か
し
て
、
来
店
者
に
下
田
な
す
の
魅
力
を
伝
え
な
が
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
下
田
な
す
、
環
境
こ
だ
わ
り
農
産
物
の
認
証
マ
ー
ク
と
も
に
、
約
半
数
程
度
の

方
が「
知
っ
て
い
る
」と
回
答
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
、
環
境
こ
だ
わ
り
農
産
物
の
良
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

林
水
産
業
を
県
民
の
財
産
と
し
て
し
っ
か
り
と
未
来
へ
引
き
継
い
で
い
き
ま

す
。
県
民
の
皆
様
も
一
緒
に
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

３��

ご
存
知
で
す
か
？
世
界
農
業
遺
産「
琵
琶
湖
シ
ス
テ
ム
」ロ
ゴ
マ
ー
ク
！

　
「
世
界
農
業
遺
産
」認
定
を
機
に
、「
琵
琶
湖
シ
ス
テ
ム
」に
関
連
す
る
農
林

水
産
物
や
環
境
保
全
活
動
等
に
統
一
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
使
用
し
、
琵
琶
湖
と

の
共
生
の
推
進
、
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
等
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
お
店
で
ロ

ゴ
マ
ー
ク
表
示
商
品
等
を
お
目
に
さ
れ
た
際
に
は
是
非
お
買
い
求
め
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
事
業
者
の
皆
様
は
、
関
連
産
品
へ
の
表
示
や
環
境
保
全
活
動
な
ど

で
の
利
用
を
是
非
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
使
用
の
詳
細
は
、
左
記
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ト
ピ
ッ
ク
「
食
べ
る
こ
と
で
び
わ
湖
を
守
る
。

「
環
境
こ
だ
わ
り�

下
田
な
す
」な
ど
平
和
堂
で
Ｐ
Ｒ

�

執
筆
者
　
滋
賀
県
農
政
水
産
部
み
ら
い
の
農
業
振
興
課

このマー
クを目印

に

持続的な
営みを

応援しま
せんか？

「世界農業遺産」に認定された琵琶湖と
共生する農林水産業をロゴマークで
応援しませんか？ 利用届を提出し継続して活用していただける方には、

シールをプレゼント！（数に限りがあるため、無くなり次第終了）

◆次のような産品、活動の案内等に掲載しませんか？
　① 環境こだわり農産物、魚のゆりかご水田米
　② 琵琶湖の水産物(真珠を含む)、ヨシ
　③ ①または②を使用する加工品や旅行商品、交流事業
　④ 琵琶湖の環境保全活動(水源林保全を含む)
　⑤ ①から④に関連する学習･体験活動
　※ 他に、文房具やお土産品でも「応援してます！」
　　 等の文言付記によりご利用いただけます。

◆｢琵琶湖システム｣やロゴマーク利用に関する届け
　 については、琵琶湖システムＨＰをご覧ください。
琵琶湖システムHP： 「琵琶湖システム　農業遺産」で検索！

ロゴマークの利用等に関するお問合せ先
琵琶湖と共生する滋賀の農林水産業推進協議会
事務局（滋賀県農政水産部農政課）
TEL：077-528-3825　FAX：077-528-4880
Mail：shiga-giahs@pref.shiga.lg.jp
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い
ま
、環
境
こ
だ
わ
り
農
業
に
取
り
組
む

「
魚
の
ゆ
り
か
ご
水
田
」で
育
む
魚
と
地
域
の
人
々
の
暮
ら
し

「
魚
の
ゆ
り
か
ご
水
田
」に
取
り
組
む
上
で

�

大
変
な
こ
と
・
嬉
し
い
こ
と

　
大
変
な
こ
と
は
、「
気
候
変
動
に
よ
る
異
常
気
象
」で
す
。

魚
は
降
水
量
が
多
い
ほ
ど
遡
上
し
や
す
い
た
め
、
特
に
今

年
は
降
水
量
が
少
な
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
特
に
嬉
し
い
こ
と
は
、「『
生
き
も
の
観
察
会
』

で
の
子
ど
も
達
の
笑
顔
」で
す
。
観
察
会
を
通
し
て
、
自
然

の
中
で
生
物
を
身
近
に
感
じ
る
機
会
が
少
な
い
子
ど
も
達

に
も
、
多
く
の
生
物
や
琵
琶
湖
の
生
態
系
な
ど
を
学
ぶ
機

会
を
提
供
で
き
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
知
内
農
業
組
合

　
今
後
も「
魚
の
ゆ
り
か
ご
水
田
」の
取
組
を
続
け
、
世
界

農
業
遺
産
で
あ
る「
琵
琶
湖
シ
ス
テ
ム
」の
一
つ
と
し
て
、

琵
琶
湖
の
生
態
系
を
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
生

物
と
共
存
し
た
暮
ら
し
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を

子
ど
も
達
に
提
供
す
る
こ
と
で
、
次
の
世
代
に
引
き
継
い

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

高
島
農
業
農
村
振
興
事
務
所　
田
園
振
興
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
７
４
０（
２
２
）６
０
６
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
７
４
０（
２
２
）４
３
９
３

E-m
ail

：gh34@
pref.shiga.lg.jp

　
「
魚
の
ゆ
り
か
ご
水
田
」と
は
、
化
学
農
薬
・
化
学
肥
料

を
通
常
の
半
分
以
下
に
減
ら
す「
環
境
こ
だ
わ
り
農
業
」の

実
践
に
加
え
、
排
水
路
へ
の
魚
道
の
設
置
な
ど
、
魚
に
や

さ
し
い
田
ん
ぼ
で
お
米
を
育
て
る
取
組
で
あ
り
、
世
界
農

業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た「
琵
琶
湖
シ
ス
テ
ム
」の
象
徴
的
な

取
組
で
す
。

　
今
回
は
、
そ
ん
な「
魚
の
ゆ
り
か
ご
水
田
」を
実
践
す
る

高
島
市
の
知
内
農
業
組
合
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

知
内
農
業
組
合
と「
魚
の
ゆ
り
か
ご
水
田
」

　
か
つ
て
こ
の
地
域
で
は
、
琵
琶
湖
か
ら
田
ん
ぼ
の
排
水

路
に
多
く
の
魚
が
遡
上
す
る
な
ど
、
魚
の
存
在
が
地
域
の

人
々
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
で
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
40

年
頃
か
ら
ほ
場
整
備
が
進
む
に
つ
れ
て
、
魚
の
遡
上
数
は

減
少
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
知
内
農
業
組
合
は
、

か
つ
て
の
農
村
の
姿
を
取
り
戻
す
た
め
、
平
成
20
年
度
か

ら「
魚
の
ゆ
り
か
ご
水
田
」の
取
組
を
始
め
ま
し
た
。
平
成

29
年
度
に
約
４
ha
の
田
ん
ぼ
で
初
め
て
認
定
を
受
け
る
と
、

徐
々
に
取
組
を
拡
大
さ
せ
、
現
在
で
は
集
落
の
農
地
の
約

20
％
に
あ
た
る
約
11

ha
の
田
ん
ぼ
で
認
定
を
受
け
る
ま
で

に
な
り
、
多
く
の
魚
が
遡
上
す
る
か
つ
て
の
田
園
風
景
を

蘇
ら
せ
て
い
ま
す
。

「
魚
の
ゆ
り
か
ご
水
田
」で
の
生
き
も
の
観
察
会

　
知
内
農
業
組
合
で
は
、
滋
賀
県
が
進
め
る「
し
が
の
ふ
る

さ
と
支
え
合
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」※
で
生
活
協
同
組
合
コ
ー

プ
し
が
と
協
力
し
、「
魚
の
ゆ
り
か
ご
水
田
」に
関
す
る
協

働
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
今
年
の
６

月
26
日（
日
）に
実
施
し
た「
生
き
も
の
観
察
会
」に
は
、
生

活
協
同
組
合
コ
ー
プ
し
が
の
組
合
員
家
族
や
、
知
内
こ
ど

も
会
育
成
会
の
会
員
親
子
な
ど
、
約
90
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
ニ
ゴ
ロ
ブ
ナ
や
ナ
マ
ズ
の
稚
魚
な
ど
、

約
28
種
類
の
生
物
を
観
察
し
、
ス
ケ
ッ
チ
を
し
た
り
、
知

内
の
歴
史
研
究
を
行
う「
村
の
日
記
」研
究
会
や
、
県
立
琵

琶
湖
博
物
館
の
学
芸
員
に
よ
る
説
明
を
聞
く
こ
と
で
、
魚

に
関
す
る
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
観
察
会
の
後
に
は
、
地

元
女
性
会
に
よ
る
、
ゆ
り
か
ご
水

田
米
の
お
に
ぎ
り
の
配
布
と
竹
パ

ン
作
り
が
行
わ
れ
、
参
加
者
同
士

の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

高
島
市　
マ
キ
ノ
町　

知
内
農
業
組
合

知内農業組合の皆さん

魚のゆりかご水田

竹パン作り 学芸員の説明を聞く子どもたち

魚を観察している様子

魚のゆりかご水田の
堰板設置の様子

　
※
６
ペ
ー
ジ
上
部
の「
き
ず

な
」の
コ
ー
ナ
ー
で
、
生
活
協

同
組
合
コ
ー
プ
し
が
の「
し
が

の
ふ
る
さ
と
支
え
合
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」に
つ
い
て
よ
り
詳

し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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Ｊ
Ａ
し
が
女
性
協
議
会
で
は
、健
康
へ
の
関
心
が

高
ま
る
昨
今
、県
内
Ｊ
Ａ
女
性
部
員
の
皆
さ
ま
に
心

身
と
も
に
元
気
に
楽
し
く
過
ご
し
て
も
ら
う
た
め
、

料
理
レ
シ
ピ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
家
族
に
伝
え
た
い
料
理
、子
ど
も
や
孫
た
ち
と

一
緒
に
作
り
た
い
料
理
」を
題
材
に
、思
い
出
と
と

も
に
残
る
料
理
や
お
祭
り
な
ど
の
行
事
料
理
、わ
が

家
の
人
気
料
理
な
ど
、滋
賀
県
の
農
産
物
を
生
か
し

た
料
理
レ
シ
ピ
を
募
集
。厳
正
な
審
査
を
経
て
、受

賞
作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
受
賞
し
た
作
品
の
レ
シ
ピ
は
Ｊ
Ａ
滋
賀
中
央
会

の
Ｈ
Ｐ
に
て
公
開
中
で
す
。美
味
し
く
て
何
処
か
懐

か
し
い
料
理
を
、ぜ
ひ
作
っ
て
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
Ｊ
Ａ
し
が
女
性
協
議
会
事
務
局

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：０
７
７（
５
２
１
）１
６
１
８

■
レ
シ
ピ
掲
載
先

　
Ｊ
Ａ
滋
賀
中
央
会
HP

新
着
情
報

　
　

https://w
w
w
.jas.or.jp/w

p/archives/1339

Ｊ
Ａ
健
康
寿
命
１
０
０
歳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
※

「
家
族
に
伝
え
た
い
、わ
が
家
の
味
・
地
域
の
味
料
理
レ
シ
ピ
」

�

コ
ン
テ
ス
ト
の
レ
シ
ピ
作
品
を
公
開
中

執
筆
者
　
Ｊ
Ａ
滋
賀
中
央
会　

農
業
・
地
域
対
策
部

▲その他受賞作品のレシピは、上記 QR コード ® からご覧ください。

白和え（最優秀賞作品）
 彦根市　前川智子さん

材料（県の食材には�★★）

作り方
１．熱湯に豆腐を入れて茹でる。
２．キッチンペーパーを敷いたザルに豆腐を入れて、水気をよく切る。
３．炒った白ごまをフードプロセッサーかミキサーですり、２を加えて混ぜる。
４．３にきび砂糖、みそを加えてさらにすり混ぜる。
５．�こんにゃくをさっと茹でて短冊切り、にんじんも短冊切りにする。�

干ししいたけは水にもどし、石づきを取ってうす切りにする。
６．５を鍋に入れ、Ａを加えて煮る。
７．干し柿の種を取り、千切りにする。
８．ホウレンソウを茹でて水気を切り、４・６・７で和える。

★★ 豆腐（木綿）…………１丁 ・こんにゃく……………１枚 ★★ ホウレンソウ…………３株
・白ごま……………大さじ６ ★★ にんじん……………小１本 ・だし汁…………… 100ml
・きび砂糖…………大さじ３ ★★ 干ししいたけ…………３枚 ・しょう油…………小さじ２
★★ みそ………………大さじ１ ★★ 干し柿…………………２個 ・みりん……………小さじ２

A

※

Ｊ
Ａ
健
康
寿
命
１
０
０
歳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
…
「
か
ら
だ
」

「
こ
こ
ろ
」「
つ
な
が
り
」の
観
点
か
ら
高
齢
者
の
「
フ
レ

イ
ル
（
虚
弱
）」を
予
防
し
、健
康
寿
命
を
延
ば
す
取
り

組
み
。
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©みんなのよい食プロジェクト
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ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
「
魚
の
ゆ
り
か
ご
水
田
米
」

の
普
及
Ｐ
Ｒ
活
動
と
「
魚
の
ゆ
り
か
ご
水
田
」

の
取
り
組
み
を
広
め
る
こ
と
も
目
指
し
て
い
ま

す
。

自
然
を
大
切
に
す
る
心
を
育
む

　
今
年
の
５
月
に
実

施
し
た
田
植
え
体
験

や
６
月
に
参
加
し
た

生
き
も
の
観
察
会
で

は
、
コ
ー
プ
し
が
の

組
合
員
家
族
が
初
め

て
の
田
植
え
を
体
験

し
た
り
、
田
ん
ぼ
で

生
息
す
る
様
々
な
生

物
に
触
れ
合
う
貴
重

な
経
験
を
し
ま
し
た
。

９
月
に
は
秋
晴
れ
の
下
、
稲
刈
り
収
穫
体
験
も

実
施
し
、
み
ん
な
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
綺
麗
な
水
と
緑
に

恵
ま
れ
た
知
内
の
自

然
環
境
で
の
体
験
を

通
じ
て
、
自
然
を
大

切
に
す
る
心
を
育
み
、

人
と
人
と
が
交
流
す

る
機
会
を
多
く
作
っ

て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
中
山
間
地
域
の
活
性
化
と
人
と
人
と
の
交
流

を
生
み
出
す
こ
と
を
目
的
に
、
滋
賀
県
が
す
す

め
る
「
し
が
の
ふ
る
さ
と
支
え
合
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
活
用
し
て
、
今
年
度
か
ら
高
島
市
マ

キ
ノ
町
の
知
内
農
業
組
合
と
生
活
協
同
組
合

コ
ー
プ
し
が
（
以
下
＝
コ
ー
プ
し
が
）
で
、
コ
ー

プ
し
が
組
合
員
家
族
が
参
加
す
る
田
植
え
、
稲

刈
り
体
験
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
２
０
１
９

年
度
か
ら
、
マ
キ
ノ
町
知
内
農
業
組
合
が
取
り

組
ま
れ
て
い
る
「
魚
の
ゆ
り
か
ご
水
田
」
で
開

催
さ
れ
る
生
き
も
の
観
察
会
に
、
コ
ー
プ
し
が

組
合
員
が
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た
経
緯

か
ら
、
今
回
の
「
し
が
の
ふ
る
さ
と
支
え
合
い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
協
働
し
て
取
り
組
む
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

滋
賀
県
と
の
＂伝
え
よ
う
「
た
べ
る
＊
た
い
せ
つ
」

滋
賀
県
の
健
や
か
な
く
ら
し
を
支
え
る
食
と
農

の
連
携
協
定＂

　

コ
ー
プ
し
が
で
は
２
０
１
８
年
、
滋
賀
県
と

＂伝
え
よ
う
「
た
べ
る
＊
た
い
せ
つ
」
滋
賀
県
の

健
や
か
な
く
ら
し
を
支
え
る
食
と
農
の
連
携
協

定
＂を
締
結
し
ま
し
た
。
連
携
項
目
に
は
、「
魚

の
ゆ
り
か
ご
水
田
米
」
な
ど
県
産
農
畜
水
産
物

の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
が
あ
り
、
今
回
の
プ
ロ

お
う
み
ん
ち
の
取
り
組
み

　
「
地
産
地
消
」
は
新
し
い
言
葉
の
よ
う
に
も
て
は

や
さ
れ
る
こ
の
時
代
で
す
が
、
昔
か
ら
の
自
給
自

足
で
す
。

　
自
分
で
栽
培
し
た
農
産
物
等
を
自
分
が
消
費
す

る
こ
と
こ
そ
、
地
産
地
消
の
真
骨
頂
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
最
近
で
は
、ど
こ
と
な
く
エ
コ
的
で
、癒
し
的
で
、

そ
れ
で
い
て
経
済
的
な
「
地
産
地
消
」
を
推
進
し

て
い
る
直
売
所
で
す
。
当
Ｊ
Ａ
の
管
内
は
広
く
高

島
市
か
ら
野
洲
市
の
６
市
が
１
つ
の
Ｊ
Ａ
で
あ
る

メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
各
地
の
農
産
物
や
特
産
品
を

集
め
た
コ
ー
ナ
ー
設
置
や
環
境
こ
だ
わ
り
農
産
物

の
取
り
扱
い
な
ど
「
お
い
し
が　
う
れ
し
が
」
と

も
連
携
し
た
事
業
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
出
荷
さ
れ
て
い
る
農
家
は
、
愛
情
を
込
め
て
育

て
た
自
慢
の
一
品
を
陽
が
昇
る
前
に
収
穫
さ
れ
ま

す
。
直
売
所
へ
訪
れ
て
い

た
だ
く
お
客
様
が
手
に
取

り
や
す
い
価
格
を
考
え
て
、

値
ご
ろ
感
に
も
こ
だ
わ
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

５
３
０
名
の
農
家
や
出

荷
者
の
方
が
、
年
間
延
べ

２
０
０
品
目
以
上
を
出
荷

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

店
で
す
。

「
地
産
」
の
お
宝
で
い
っ
ぱ
い

　
曲
が
っ
た
キ
ュ
ウ
リ
や
楕
円
形
の
ト
マ
ト
、
大

き
さ
が
不
揃
い
な
農
産
物
、
大

小
さ
ま
ざ
ま
な
イ
モ
や
玉
ね
ぎ
、

人
の
頭
ほ
ど
あ
る
白
菜
、
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
手
に
入

ら
な
い
25

cm
以
上
も
あ
る
ほ
う

れ
ん
草
や
小
松
菜
類
、
赤
い
大

根
や
日
持
ち
抜
群
の
切
り
花
、

環
境
こ
だ
わ
り
の
お
米
な
ど
自

然
の
規
格
が
直
売
所
で
す
。
こ

う
い
っ
た
農
産
物
に
は
、
直

売
所
へ
出
荷
さ
れ
る
地
元
農

家
の
み
な
さ
ん
が
地
元
の
方

へ
よ
り
新
鮮
な
自
慢
の
農
産

物
を
是
非
召
し
上
が
っ
て
ほ

し
い
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
自
然
を
い
っ
ぱ

い
楽
し
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

サ
イ
ズ
が
一
定
で
な
い
た
め
、

直
売
所
で
は
選
ぶ
楽
し
み
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

野
菜
は
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
存
在
で
す
。
料
理
の
方

法
や
家
族
の
人
数
に
応
じ
た
も
の
を
選
ん
で
い
た

だ
け
る
の
も
直
売
所
な
ら
で
は
で
す
。

「
地
消
」
の
お
楽
し
み

　
「
食
育
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
地
域
食
材
を

美
味
し
く
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
バ
イ
キ

ン
グ
レ
ス
ト
ラ
ン
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
地
元
農

産
物
を
五
感
で
選
び
、
８
通
り
の
基
本
的
な
料
理

方
法
（
切
る
・
茹
で
る
・
煮
る
・
焼
く
・
揚
げ
る
・

和
え
る
・
炒
め
る
・
蒸
す
）
を
駆
使
し
て
料
理
の

提
供
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
新
鮮
・
安
全
・
安
心
な
地
元
産
農
産
物
を
是
非

ご
家
庭
で
・
地
域
で
お
試
し
い
た
だ
き
、
食
生
活

を
よ
り
一
層
楽

し
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。

人
と
人
と
の
交
流
を
生
み
出
す

�

協
働
の
取
り
組
み

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
し
が
　
組
織
広
報
部
　
西
地
区
事
務
局

西
地
区
事
務
局
長
　
石い

し

本も
と 

与よ

志し

夫お

～
身
近
な
地
産
地
消
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
～

Ｊ
Ａ
レ
ー
ク
滋
賀
　
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
お
う
み
ん
ち
　

店
長
　
伊い

庭ば

本も
と 

浩ひ
ろ

孝た
か

生きもの観察会の様子

田植え体験

稲刈り収穫体験

バイキングレストラン

お
問
い
合
わ
せ
先

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
し
が　
組
織
広
報
部

☎
０
７
7（
５
８
６
）４
８
３
９

〒
５
２
０　
２
３
５
１

　
滋
賀
県
野
洲
市
冨
波
甲
９
７
２

お
問
い
合
わ
せ
先

Ｊ
Ａ
レ
ー
ク
滋
賀

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
お
う
み
ん
ち

☎
０
７
７（
５
８
５
）８
３
１
８（
ヤ
サ
イ
ヤ
）

　
〒
５
２
４　
０
１
０
３

　
滋
賀
県
守
山
市
洲
本
町
２
７
８
５
番
地

　
営
業
時
間　
９
:
０
０
～
１
７
:
０
０

　
休
み　



年
末
年
始

メ
ン
テ
ン
ナ
ン
ス
日（
９
月
～
４
月
第
二
水
曜
）

バ
イ
キ
ン
グ
レ
ス
ト
ラ
ン（
毎
週
水
曜
日
）

直売所の様子

守山矢島かぶら

夏野菜盛り

魚のゆりかご水田　魚とりの様子
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見
学
会
当
日
は
曇
り
空
に
も
か
か
わ
ら
ず
猛
暑
で
し

た
が
、
近
江
八
幡
市
安
土
町
に
位
置
す
る
内
野
営
農

組
合
の「
び
わ
マ
ン
ゴ
ー
」の
施
設
を
多
く
の
方
々
と
と

も
に
見
学
し
ま
し
た
。
施
設
いっ
ぱ
い
の
マ
ン
ゴ
ー
樹

木
や
完
熟
を
前
に
し
た
鈴
な
り
の
マ
ン
ゴ
ー
を
見
て
、

こ
こ
が
滋
賀
・
近
江
八
幡
か
？
…
と
思
う
ほ
ど
に
ビ
ッ

ク
リ
し
ま
し
た
！

　
施
設
責
任
者
の
お
話
の
中
で
、
昨
年
は
天
候
や
肥
料

の
関
係
も
あ
り
、
殆ほ
と
ん

ど
実
が
な
ら
な
か
っ
た
事
を
お
聞

き
し
、
南
国
農
産
物
の
栽
培
の
難
し
さ
や
管
理
の
厳
し

さ
に
つ
い
て
学
ば
さ
せ
て
頂
き
、ま

た
完
熟
マ
ン
ゴ
ー
の
甘
さ
等
に
つ

い
て
も
紹
介
さ
れ
た
後
に
は
、
多

く
の
方
々
が
マ
ン
ゴ
ー
の
予
約
を

さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
佃
煮
の「
遠お

久く

邑む
ら
」

を
訪
れ
、
店
舗
見
学
や
責
任
者

の
方
の
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
、
と
て
も
有
意
義
な一日
と

な
り
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第
７
波
の
中
、
感

染
防
止
対
策
を
徹
底
し
、
知
人
や
友
人
を
は
じ
め
、
新

し
く
参
加
さ
れ
る
方
々
に
も
楽
し
く
有
意
義
に
学
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、「
環
境
こ
だ
わ
り
農
産
物
」や「
こ

だ
わ
り
滋
賀
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
」を
紹
介
し
た
後
、

マ
ン
ゴ
ー
栽
培
施
設
の
見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
梅
雨
が
例
年
よ
り
早
く
明
け
た
晴
天
の
日
曜
日

（
７
月
17
日
）、
賤
ケ
岳
の
麓
、
大
音
の
里
に
て「
糸

引
き
実
演
」を
会
員
６
名
で
見
学
し
て
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
こ
こ
２
年
間
は
活
動
で
き
て

お
ら
ず
、
活
動
再
開
１
回
目
で
す
。

　
お
蚕
は
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
繭
を
作
り
ま
す
。

今
年
の
糸
引
き
は
、
こ
の
日
が
最
後
に
な
る
か
も

と
の
こ
と
で
、
貴
重
な一日
で
す
。
き
っ
と
、
地
元

の
養
蚕
農
家
さ
ん
が
お
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
繭
を
仕

入
れ
て
い
る
の
か
と
思
い
き
や
、
県
外
か
ら
納
入

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
今
年
は
、
繭
の
数
も
少

な
い
と
の
こ
と
。
糸
を
引
く
ま
で
に
も
色
々
と
苦

労
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

　
釜
に
お
湯
を
入
れ
て
、
湯
気
が
立
つ
中
、
細
い

糸
を
引
き
上
げ
、
巻
き
上
げ
て
い
き
ま
す
。
よ
く

見
え
る
も
の
だ
と
感
心
し
ま
す
。
糸
は
、
地
元
の

和
楽
器
の
弦
生
産
者
に
届
け
ら
れ
ま
す
。
お
琴
や

オ
ニ
ア
フ
ァ
ー
ム

（
米
：
滋
賀
旭
）の

思
い
の
詰
ま
っ
た

食
材
を
1
プ
レ
ー

ト
と
し
、
60
食
限

定
で
提
供
し
、
み

な
さ
ま
に
美
味
し

い
と
、
こ
だ
わ
り

に
興
味
を
持
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
湖
南
農
業
高
校
か
ら
は
マ
ー
マ
レ
ー
ド
と
県
産

小
麦
の
サ
ブ
レ
の
販
売
が
あ
り
、
製
造
し
た
生
徒

と
来
場
者
の
交
流
が
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
７
月
に
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た

琵
琶
湖
シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る『
須
原
魚
の
ゆ
り
か

ご
水
田
』で
の
田
植
え
、
お
魚
観
察
会
、
稲
刈
り
に

参
加
し
、
琵
琶
湖
と
田
ん
ぼ
、
そ
し
て
魚
と
の
関

わ
り
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
昨
年
度
末
の
活
動
報
告
会
で
は
、
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
研
修
と
し
て
滋
賀
県
農
政
水
産
部
食
の
ブ
ラ

ン
ド
推
進
課
の
今
井
さ
ん
に「
環
境
こ
だ
わ
り
農

業
」に
つ
い
て
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
今
年
度
、

初
心
に
立
ち
返
り
、
若
い
副
支
部
長
を
迎
え
て

活
動
を
開
始
し
た
大
津
・
高
島
支
部
で
す
。

大
津
・
高
島
支
部

「
私
た
ち
と
新
た
な
活
動
を
し
ま
せ
ん
か
？
」

東
近
江
支
部

完
熟
び
わ
マ
ン
ゴ
ー
が
鈴
な
り

�

栽
培
施
設
の
見
学
会
を
実
施
！

湖
北
・
湖
東
支
部

７
月
17
日　

糸
引
き
実
演
の
見
学

�

（
活
動
再
開
初
回
）

南
部
・
甲
賀
支
部

第
１
回
こ
だ
わ
り

�

マ
ル
シ
ェ
開
催
し
ま
し
た

　

地
域
の
食
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
生
み
出
し
、

ま
ち
な
か
に
い
な
が
ら
滋
賀
県
の
魅
力
を
体
験
で

き
る『
こ
だ
わ
り
マ
ル
シ
ェ
』を
5
月
28
日（
土
）に
南

草
津
駅
西
口
で
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
料
理
交
流
会
、
バ
ス
ツ
ア
ー
・
取

材
な
ど
の
、
会
員
と
生
産
者
と
の
交
流
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
し
た
が
、
県
外
か
ら
移
り
住
ん
だ
人
が
多

い
エ
リ
ア
で
広
く
こ
だ
わ
り
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

え
る
よ
う
、
バ
ス
ツ

ア
ー
で
訪
れ
た
伊
吹

ハ
ム（
ロ
ー
ス
ハ
ム
・

ス
モ
ー
ク
チ
ー
ズ
）、

奥
村
佃
煮
、
ご
縁
が

生
ま
れ
た
お
つ
け
も

の
丸
長
、
近
江
つ
け

も
の
山
上
、
美
冨
久

酒
造（
甘
酒
）、
パ
イ

　

新
た
な
企
画

と
し
て
、
会
員

の
自
主
性
に
任

せ
、
取
材
し
て

も
ら
う「
め
っ

け
も
ん
探
索
」

を
設
け
ま
し
た
。

「
こ
だ
わ
り
滋

賀
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」の
趣
旨
に

沿
っ
て
自
由
に

活
動
を
拡
げ
て

も
ら
え
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト
も
ま
ま
な
り
ま
せ
ん

が
、
戸
外
で
で
き
る
活
動
と
し
て
５
月
29
日
に

「
ロ
ケ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
＆
佐
藤
初
女
さ
ん
の
お
む

す
び
作
り
」を
実
施
し
好
評
で
し
た
。

　

今
後
も
恒
例
の「
落
花
生
堀
り
」、「
湖
魚
料

理
」、
と「
滋
賀
の
食
」に
こ
だ
わ
っ
て
活
動
を
続

け
て
ま
い
り
ま
す
。

三
味
線
が
奏
で
る
弦
も
、
こ
こ
で
引
か
れ
た
糸
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
奏
で
る
音
を
聞
く
と
、
糸

引
き
の
光
景
が
う
か
ぶ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
糸
引
き
の
技
術
も
、
後
進
の
方
に
引
き
継
い
で

い
る
と
の
こ
と
。
伝
統
は
い
つ
ま
で
も
続
い
て
ほ
し

い
で
す
ね
。

　
今
回
の
活
動
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
第
６
波
と
第
７

波
の
間
の
感
染
者
数
の
少
な
い
と
き
で
、
比
較
的

安
心
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
色
々

と
考
え
る
こ
と
は
増
え
ま
す
が
、
安
心
・
安
全
な

活
動
を
心
掛
け
た
い
と
思
い
ま
す
。一番
の
願
い
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
終
息
す
る
こ
と

で
す
。少
し
で
も
早
く
終
息
す
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

ロケットストーブ実演

佐藤初女さんのおむすび作り提供されたプレート

糸引き見学の様子

マンゴー施設内

鈴なりのマンゴー

遠久邑店舗：ふな寿司

生きもの観察会の様子

お
問
い
合
わ
せ
先

Ｊ
Ａ
レ
ー
ク
滋
賀

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
お
う
み
ん
ち

☎
０
７
７（
５
８
５
）８
３
１
８（
ヤ
サ
イ
ヤ
）

　
〒
５
２
４　
０
１
０
３

　
滋
賀
県
守
山
市
洲
本
町
２
７
８
５
番
地

　
営
業
時
間　
９
:
０
０
～
１
７
:
０
０

　
休
み　



年
末
年
始

メ
ン
テ
ン
ナ
ン
ス
日（
９
月
～
４
月
第
二
水
曜
）

バ
イ
キ
ン
グ
レ
ス
ト
ラ
ン（
毎
週
水
曜
日
）

こだわりマルシェの様子

魚のゆりかご水田　魚とりの様子

7 60

0930_こ�わり。60号_6.indd   70930_こ�わり。60号_6.indd   7 2022/09/30   9:332022/09/30   9:33



2022年3月に名前が決定した滋賀県初のオリジナルイチゴ品種「みおしずく」が、この冬プレデビューします。県では
2023年度の本格生産・販売の開始に向け、試験販売やイベント開催、情報発信などを実施します。ぜひ応援よろしく
お願いします！

情報発信サイト「滋賀のおいしいコレクション」にて、
「みおしずく」の産地レポートが公開中！
開発者へのインタビューを中心に、育成のストーリー
を紹介しています。ぜひご覧ください！

gc01@pref.shiga.lg.jp

077-528-3895
gc01@pref.shiga.lg.jp

gc01@pref.shiga.lg.jp

（滋賀県庁みらいの農業振興課内）

大津市京町4-1-1　滋賀県農政水産部みらいの農業振興課内
077-528-4882

優れた自然環境やびわ湖と共存した滋賀の農業のあり方や食について、
会員が集い共に考え行動することにより、県民の食への安心感の醸成、地
産地消の推進、および滋賀県農業の振興に寄与することを目的としてい
ます。

詳しくはこちら

こだわり滋賀ネットワーク「惣-つながるブログ」はこちら▶

 kankyo-kodawari@pref.shiga.lg.jp

〒520-8577　大津市京町4-1-1
滋賀県農政水産部みらいの農業振興課内
FAX　　  077-528-4882
E-Mail　  kankyo-kodawari@pref.shiga.lg.jp

過去に発行した
広報誌はこちら

　今回は、2022年７月に「世界農業遺産」に認定された「琵琶湖システム」
を特集しています。今後も、先人から受け継いできた琵琶湖と共生する農
林水産業を大切にしながら、より一層ＰＲしてまいりますので、皆様も一緒
に滋賀の農林水産業を応援していただけると嬉しいです。 （O）
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